
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 名古屋港ガーデンふ頭の再開発による賑わい空間創出事例 

【施設の状況写真】 

   

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

【観光資源としての利用状況】 

名古屋港は、中部地域の経済を支える重要な物流の拠点として発展してきましたが、取

扱貨物量の増加及び荷姿の変化等に伴い施設の再編が実施され、開港以来主要外国貿易施

設として利用されてきた旧２号地（中央・西・東ふ頭）は、昭和５８年名古屋港ガーデン

ふ頭臨港緑園として生まれ変わりました。 

名古屋港ガーデンふ頭には、旅客船バースが整備され豪華客船が訪れると共に、その背

後の緑地は多数の市民に利用されるなど、名古屋港の表玄関となっています。また、ガー

デンふ頭には名古屋港最大の海洋文化施設名古屋港水族館があり、年間１７０万人以上の

方が訪れています。さらに平成１７年４月にはＰＦＩ事業によりイタリアの街並みを再現

した名古屋港イタリア村がオープンし、名古屋港の新名所となっています。 

名古屋港開港以来、主要外国貿易施設として利用されてきた

旧２号地（中央・東・西ふ頭）における再開発の一環として

港湾環境整備事業による緑地整備が行われた。 

緑地内には名古屋港水族館等が建設されるとともに、PFI 事業に

より旧倉庫群を活用した名古屋港イタリア村がオープンし、名

古屋港のシンボル的ウォーターフロント空間となっている。 

名古屋港水族館は年間１７６万人（Ｈ１６）

の来場者が訪れる名古屋港最大の海洋文

化施設。イルカのパフォーマンスなどが開

催され内外からの観光客が訪れる。 

ガーデンふ頭の旅客船バースには、豪華客

船や、航海訓練船などが訪れます。背後の

緑地も客船の来訪や各種イベントの開催等

により多数の市民に利用されている。 

ガーデンふ頭緑地の賑わい 
名古屋港イタリア村の賑わい 

昭和４０年代のガーデンふ頭 

名古屋港水族館

現在のガーデンふ頭 

既存の旧倉庫群を活かしつつ、イタリア

の街並みを再現した名古屋港イタリア

村。多数の来場者が訪れ、名古屋港の新

名所となっている。 



（様式２）

テーマ 名古屋港ガーデンふ頭の再開発による賑わい空間創出事例 

【社会資本の基礎データ】 

○名称 名古屋港（ガーデンふ頭地区） 

○所在地 愛知県名古屋市港区 

○事業名 港湾環境整備事業等 

○事業主体 名古屋港管理組合 

○事業期間 昭和５４年度～ 

【社会資本の役割・効果】 

○交流拠点 

 豪華客船や、航海訓練船などの利用、市内中心部と名古屋港を結ぶ海上交通の拠点、あ

るいはイベントの開催等によって、ガーデンふ頭緑地に様々な人々が訪れています。 

また、ガーデンふ頭には年間１７０万人以上の方が訪れる名古屋港水族館や、H17 年４

月にオープンし名古屋港の新名所としても注目される名古屋港イタリア村など多様な施設

が立地し、県内外から多数の観光客が訪れ、名古屋市における賑わい空間の拠点となって

います。 

さらに今後は、中部国際空港との定期航路開設が予定されるなど、益々の賑わいが期待

されています。 

  

  

【位置図】 

  

【関連ホームページ】 名古屋港管理組合ＨＰ http://www.port-of-nagoya.jp/ 

名古屋港みなと振興財団ＨＰ http://www.nagoyaminato.or.jp/

 

現地への交通手段 

・JR名古屋駅（東海道新幹線・東海道線）→名古屋市営

地下鉄東山線へのりかえ→栄駅（名古屋市営地下鉄）

→名古屋市営地下鉄名城線へのりかえ→金山駅→名古

屋市営地下鉄名港線へのりかえ→名古屋港駅 

（駅より徒歩５分） 

・伊勢湾岸自動車道・名港中央ＩＣから約10分 

名古屋港 

ガーデンふ頭地区


